
は
じ
め
に

日
露
戦
争
終
結
後
の
明
治
四
〇
年
四
月
、
帝
国
国
防
方
針
が
初
め
て
制
定
さ
れ

た
。
こ
れ
は
国
家
的
独
立
と
植
民
地
獲
得
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
対
外
的
課
題
が

ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
後
、
帝
国
と
し
て
日
本
が
新
た
な
国
家
目
標
を
模
索
す
る
中
で
、

そ
の
国
防
政
策
の
基
本
方
針
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
（
１
）
。
そ
の
後
、
日
本
を
取
り
巻

く
国
防
環
境
が
変
化
す
る
ご
と
に
、
帝
国
国
防
方
針
も
大
正
七
年
、
一
二
年
、
昭

和
一
一
年
に
改
定
さ
れ
た
。

帝
国
国
防
方
針
は
「
日
本
帝
国
ノ
国
防
方
針
」（
以
下
、
国
防
方
針
）、「
国
防

ニ
要
ス
ル
兵
力
」（
以
下
、
所
要
兵
力
）、「
帝
国
軍
ノ
用
兵
綱
領
」（
以
下
、
用
兵

綱
領
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
但
し
、
各
名
称
は
時
代
に
よ
っ
て
や
や
変
更
あ

り
）。
ま
ず
国
防
方
針
は
日
本
の
国
是
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
対
外
政
策
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
中
に
お
け
る
軍
事
の
役
割
と
戦
略
を
定
め
た
上
で
、
国
際
情
勢
と
各

国
の
対
外
政
策
・
軍
事
力
を
分
析
し
、
軍
備
の
標
準
と
し
て
仮
想
敵
国
を
列
挙
し

た
も
の
で
あ
る
。
次
に
所
要
兵
力
は
以
上
の
戦
略
遂
行
に
必
要
な
陸
海
軍
兵
力
の

整
備
目
標
を
、
最
後
に
用
兵
綱
領
は
各
仮
想
敵
国
に
対
す
る
作
戦
の
基
本
方
針
を

定
め
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
時
陸
海
軍
の
対
外
観
、
戦
略
・
軍
備
思
想
、

政
軍
関
係
な
ど
を
検
討
す
る
上
で
帝
国
国
防
方
針
は
格
好
の
素
材
で
あ
り
、
実
際

に
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
（
２
）
。

し
か
し
明
治
四
〇
年
、
大
正
一
二
年
、
昭
和
一
一
年
帝
国
国
防
方
針
は
正
文
が

現
存
す
る
の
に
対
し
（
３
）
、
大
正
七
年
帝
国
国
防
方
針
は
未
だ
正
文
が
発
見
さ
れ
ず
、

そ
の
内
容
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
に
関
す
る
先
行
研
究
も
、
改
定

の
背
景
と
し
て
の
当
時
の
大
陸
政
策
の
展
開
様
相
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
局
や

総
力
戦
と
し
て
の
教
訓
が
改
定
に
与
え
た
影
響
、
改
定
に
至
る
過
程
と
そ
の
特
徴

な
ど
を
指
摘
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る
（
４
）
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
公
刊
さ
れ
た
『
児
玉
秀
雄
関
係
文
書
』
の
中
に
は
、
改
定
に

際
し
て
寺
内
正
毅
首
相
が
二
回
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
復
奏
の
案
文
が
存
在
し
て
い

る
。
ま
た
筆
者
は
国
立
公
文
書
館
で
、
改
定
の
裁
可
と
と
も
に
帝
国
国
防
方
針
関

連
書
類
が
内
閣
に
下
付
さ
れ
保
存
さ
れ
た
こ
と
に
関
す
る
史
料
を
見
付
け
る
こ
と

大
正
七
年
帝
国
国
防
方
針
に
関
す
る
小
論

―
―
そ
の
改
定
過
程
及
び
内
閣
保
存
過
程
を
中
心
に
―
―

朴

完

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
七
号

二
〇
一
三
年
三
月
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が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
史
料
を
通
じ
て
、
未
だ
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
大
正
七
年
帝

国
国
防
方
針
の
新
し
い
側
面
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
第
一
章
で
は
、
大
正
七
年
帝
国
国
防
方
針
の
改
定
過
程
と
首
相
復
奏
の

内
容
を
前
後
の
も
の
と
比
較
し
、
そ
の
特
徴
を
確
認
す
る
。
次
に
第
二
章
で
は
国

立
公
文
書
館
所
蔵
史
料
を
分
析
し
、
内
閣
に
下
付
さ
れ
た
帝
国
国
防
方
針
関
連
書

類
の
構
成
と
、
そ
れ
が
機
密
文
書
と
し
て
保
存
さ
れ
る
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

以
上
の
作
業
を
経
て
、
帝
国
国
防
方
針
に
対
す
る
陸
海
軍
及
び
内
閣
の
新
し
い
姿

勢
と
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
背
景
を
考
察
す
る
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

第
一
章

帝
国
国
防
方
針
の
改
定
過
程
と
首
相
復
奏

表
１
は
帝
国
国
防
方
針
制
（
改
）
定
協
議
か
ら
裁
可
ま
で
の
過
程
を
整
理
し
た

も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
で
は
前
後
の
も
の
と
比
較
す
る
た
め
、
明
治
四

〇
年
と
大
正
一
二
年
の
場
合
の
み
を
挙
げ
て
お
り
、
昭
和
一
一
年
の
場
合
は
省
略

し
た
。

帝
国
国
防
方
針
の
制
（
改
）
定
過
程
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。
ま
ず
参
謀
本
部
と
海
軍
軍
令
部
（
以
下
、
統
帥
部
）
の
間
で
制
（
改
）
定

に
関
す
る
協
議
が
行
わ
れ
、
制
（
改
）
定
案
が
成
立
す
る
。
次
に
統
帥
部
は
そ
れ

ぞ
れ
陸
・
海
相
や
元
帥
な
ど
に
制
（
改
）
定
案
を
内
示
し
同
意
を
求
め
、
軍
の
総

意
と
す
る
。
そ
れ
か
ら
統
帥
部
長
が
制
（
改
）
定
案
を
天
皇
に
上
奏
す
る
と
、
首

相
と
元
帥
府
へ
の
下
問
・
諮
詢
と
復
奏
を
経
て
、
正
式
に
裁
可
さ
れ
る
。
最
後
に

天
皇
か
ら
統
帥
部
長
、
陸
・
海
相
、
首
相
に
対
し
て
裁
可
の
御
沙
汰
が
文
書
や
口

頭
で
下
さ
れ
、
統
帥
部
長
に
は
首
相
と
元
帥
府
の
復
奏
文
が
閲
覧
さ
れ
、
時
に
は

首
相
に
国
防
方
針
な
ど
が
下
付
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
表
１
か
ら
大
正
七
年
帝
国
国
防
方
針
の
改
定
過
程
に
お
け
る
特
徴

表１：帝国国防方針の制（改）定過程（明治４０～大正１２年）

大正１２年改定

T１１．０３．―
T１２．０１．３１
T１２．０２．１７
T１２．０２．２２
T１２．０２．２８
T１２．０２．１８
T１２．０２．２１
T１２．０２．２８
T１２．０３．０１・０２
T１２．０２．２８

出典：「統帥権ニ関スル研究」（『昭和五年倫敦会議関係統帥権ニ関スル書類綴』参謀本部第一課、防衛省防衛
研究所戦史研究センター史料室所蔵、参謀本部―軍縮関係―S５～１―２７）中の別紙第四、『軍縮会議
諸手続・附帝国軍用兵綱領策定沿革』（海軍省副官、同上、�中央―軍備軍縮―１０７）、防衛庁防衛研修
所戦史室『戦史叢書・大本営陸軍部』第１巻（朝雲新聞社、１９６７年）、中尾祐次「帝国国防方針、国防
ニ要スル兵力及帝国軍用兵綱領策定顛末」（『戦史研究年報』第３号、２０００年３月）、小林道彦「帝国国
防方針の補修と日本陸軍」（『北九州大学開学五十周年記念論文集』北九州大学法学部、１９９７年）など。

大正７年改定

T４．１２．―
T７．０５．２３
T７．０６．１２
T７．０６．１５
T７．０６．２５

T７．０６．２９

T７．０６．２９
T７．０６．２９

T７．０７．０２

T７．０９．１０
T７．０９．１１
T７．０９．１３

明治４０年制定
M３９．―．―
M３９．０８．３１
M３９．１０．―
M３９．１２．１４
M３９．１２．２０
―

M４０．０２．０１
―

M４０．０３．―

M４０．０４．１９

M４０．０４．０４
M４０．０４．２０・２２

田中義一の「随感雑録」作成
田中の「帝国国防方針案」作成、山県有朋へ提出
山県の「帝国国防方針案」修正・上奏
元帥府へ諮詢、元帥府の復奏
参謀本部・海軍軍令部の制（改）定協議開始
制（改）定案の完成、成文の交換
参謀総長・海軍軍令部長の制（改）定案上奏
首相へ下問
首相の復奏
元帥府へ諮詢
元帥府の復奏
総長・部長へ裁可の御沙汰
陸・海相へ裁可の御沙汰
首相へ裁可の御沙汰
首相へ国防方針・所要兵力の下付
国防方針・所要兵力の閣議審議
首相の復奏
総長・部長へ首相復奏に関する御沙汰
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を
挙
げ
て
お
く
。
第
一
に
、
改
定
時
期
の
問
題
で
あ
る
。
明
治
四
〇
年
の
場
合
は

日
露
戦
争
の
終
結
と
日
英
同
盟
協
約
の
改
訂
、
大
正
一
二
年
の
場
合
は
ワ
シ
ン
ト

ン
会
議
に
お
け
る
海
軍
軍
縮
条
約
や
九
ヵ
国
条
約
の
調
印
に
よ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア

の
国
際
情
勢
が
比
較
的
に
安
定
し
た
時
期
に
制
（
改
）
定
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に

対
し
、
大
正
七
年
の
場
合
は
大
戦
の
最
中
に
改
定
作
業
が
進
め
ら
れ
、
し
か
も
勝

敗
の
見
通
し
が
ま
っ
た
く
立
た
な
か
っ
た
大
戦
末
期
に
改
定
が
裁
可
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
国
際
情
勢
の
変
化
を
分
析
し
、
中
期
的
な
軍
事
戦
略
と
軍
備
目
標
を
定
め

る
の
が
帝
国
国
防
方
針
制
（
改
）
定
の
意
義
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
戦
の

勝
敗
や
戦
後
情
勢
の
変
化
の
見
通
し
が
立
た
な
い
中
で
、
大
戦
の
終
結
を
待
た
ず

改
定
が
行
わ
れ
た
の
は
、
や
は
り
異
例
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

第
二
に
、
改
定
に
か
か
っ
た
期
間
の
問
題
で
あ
る
。
明
治
四
〇
年
や
大
正
一
二

年
の
場
合
、
制
（
改
）
定
協
議
の
開
始
か
ら
裁
可
ま
で
の
期
間
は
短
く
て
は
四
ヶ

月
、
長
く
て
も
一
年
を
超
え
な
い
（
昭
和
一
一
年
の
場
合
も
四
ヶ
月
）。
そ
れ
に

対
し
、
大
正
七
年
の
場
合
は
大
正
四
年
一
二
月
に
統
帥
部
の
間
で
協
議
が
始
ま
り
、

翌
年
二
月
と
三
月
に
そ
れ
ぞ
れ
国
防
方
針
改
定
案
を
作
成
し
、
九
月
に
は
用
兵
綱

領
改
定
案
も
ほ
ぼ
決
定
さ
れ
、
一
二
月
に
裁
可
手
続
が
協
議
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ

た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
に
そ
れ
が
裁
可
さ
れ
た
の
は
七
年
六
月
で

あ
り
、
改
定
ま
で
二
年
七
ヶ
月
も
か
か
っ
た
の
で
あ
る
（
５
）
。
改
定
に
こ
れ
ほ
ど
長
期

間
を
要
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
所
要
兵
力
を
め
ぐ
っ
て
陸
海
軍
や

陸
軍
内
の
意
見
が
一
致
し
な
か
っ
た
こ
と
、
総
力
戦
の
教
訓
を
入
れ
て
既
存
の
改

定
案
に
大
修
正
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
６
）
。

第
三
に
、
閣
議
の
有
無
の
問
題
で
あ
る
。
明
治
四
〇
年
の
場
合
、
西
園
寺
公
望

首
相
は
天
皇
の
下
問
に
対
し
、
国
防
方
針
案
及
び
所
要
兵
力
案
を
審
議
・
閲
覧
し

た
上
で
復
奏
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
首
相
個
人
の
意
見
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
て
、
閣
議
に
お
け
る
審
議
の
結
果
で
は
な
か
っ
た
（
７
）
。
そ
れ
に
対
し
大
正
七

年
の
場
合
は
、
首
相
と
元
帥
府
へ
の
下
問
・
諮
詢
と
復
奏
を
経
て
改
定
案
が
裁
可

さ
れ
る
と
、
首
相
に
対
し
裁
可
の
御
沙
汰
と
と
も
に
改
定
国
防
方
針
及
び
所
要
兵

力
が
一
本
ず
つ
下
付
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
閣
議
に
付
さ
れ
、
承
認
を
得
た
上

で
再
び
首
相
が
復
奏
を
行
う
と
、
統
帥
部
長
に
対
し
て
こ
れ
に
関
す
る
御
沙
汰
が

下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
以
前
は
首
相
に
も
閲
覧
の
み
が
許
さ
れ
た
所
要
兵
力
が
閣
議
に

付
さ
れ
、
そ
の
承
認
を
取
り
付
け
た
こ
と
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
は
明
治
四
〇
年

所
要
兵
力
が
閣
議
に
諮
ら
れ
な
か
っ
た
結
果
、
二
個
師
団
増
設
問
題
と
大
正
政
変

で
政
治
的
に
大
打
撃
を
受
け
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
防
方
針
を
め
ぐ
る
政
軍
間
の

軋
轢
を
最
小
化
し
よ
う
と
し
た
陸
海
軍
の
「
配
慮
」
の
表
れ
だ
と
評
価
し
て
い
る
（
８
）
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
、
平
時
二
二
個
・
戦
時
四
一
個
軍
団
と
八
・

八
・
八
艦
隊
と
い
う
、
所
要
兵
力
に
掲
げ
た
未
曾
有
の
大
軍
拡
の
実
現
を
よ
り
確

実
に
す
る
た
め
、
改
め
て
内
閣
の
言
質
を
確
保
し
て
お
く
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
は
帝
国
国
防
方
針
に
対
し
て
陸
海
軍
が
こ
れ
ま
で
の
秘
密

主
義
を
部
分
的
で
あ
り
な
が
ら
放
棄
し
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
帝
国
国
防
方
針

は
統
帥
部
以
外
に
は
極
秘
扱
い
さ
れ
、
明
治
四
〇
年
の
場
合
は
首
相
個
人
に
よ
る

国
防
方
針
案
の
審
議
と
所
要
兵
力
案
の
閲
覧
が
許
さ
れ
た
の
み
で
あ
り
、
ま
た
制

定
さ
れ
た
帝
国
国
防
方
針
が
内
閣
に
下
付
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
大

正
七
年
の
場
合
は
改
定
国
防
方
針
及
び
所
要
兵
力
が
内
閣
に
下
付
さ
れ
、
閣
僚
た

ち
に
披
露
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
復
奏
が
行
わ
れ
た
後
も
そ
の
ま
ま
内
閣
に
残
さ

れ
た
の
で
あ
る
（
後
述
）。
大
軍
拡
の
実
現
の
た
め
に
は
内
閣
の
協
力
が
不
可
欠

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
秘
密
主
義
の
あ
る
程
度
ま
で
の
放
棄
も
容
認
す
る
と
い

う
の
は
、
や
は
り
陸
海
軍
の
こ
れ
ま
で
の
姿
勢
か
ら
の
脱
却
と
評
価
で
き
よ
う
。

そ
し
て
公
開
主
義
と
も
い
え
る
こ
う
し
た
姿
勢
が
、
実
は
帝
国
国
防
方
針
に
対
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す
る
内
閣
の
見
方
か
ら
も
発
見
さ
れ
る
の
は
興
味
深
い
。
前
述
の
と
お
り
、
寺
内

正
毅
内
閣
の
内
閣
書
記
官
長
で
あ
っ
た
児
玉
秀
雄
の
関
係
文
書
に
は
、
寺
内
首
相

が
行
っ
た
復
奏
の
案
文
が
三
点
存
在
し
て
い
る
。
ま
ず
そ
の
本
文
は
大
正
七
年
九

月
復
奏
案
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
各
閣
僚
と
慎
重
審
議
を
重
ね
財
政
を
按
排
し

て
之
か
施
設
に
努
め
（
９
）
」
る
と
い
っ
て
お
り
、「
国
力
ト
相
俟
テ
緩
急
ヲ
参
酌
」
し

な
が
ら
国
防
計
画
を
遂
行
し
て
い
く
と
い
う
明
治
四
〇
年
首
相
復
奏
の
趣
旨
と
あ

ま
り
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
そ
の
別
紙
一
と
別
紙
二
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

同
年
六
月
復
奏
案
の
初
稿
と
児
玉
修
正
案
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
最
近
の
戦
争
様

相
の
変
化
や
、
そ
れ
が
帝
国
国
防
方
針
の
取
扱
及
び
国
防
の
実
現
方
法
に
与
え
た

影
響
な
ど
に
関
す
る
内
閣
の
認
識
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
初
稿
（
別

紙
一
）
か
ら
関
連
す
る
内
容
を
挙
げ
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
前
略
〕
輓
近
世
界
の
戦
争
は
国
民
一
致
の
力
に
待
た
さ
る
は
無
く
、
従
て

国
防
の
方
針
も
亦
之
に
基
か
さ
る
を
得
す
。
今
日
を
以
て
将
来
を
忖
度
す
る
に

国
民
一
致
の
団
結
力
は
愈
々
緊
要
な
る
を
認
め
す
む
は
あ
ら
す
。〔
中
略
〕
各

閣
僚
と
審
議
し
て
之
か
実
行
に
努
め
、
其
の
財
源
を
討
究
し
て
帝
国
議
会
の
協

賛
を
求
め
、
国
民
一
致
宏
謨
を
翼
賛
し
奉
る
を
以
て
憲
政
の
順
序
と
な
し
、
一

概
に
之
を
高
閣
に
秘
す
へ
き
に
あ
ら
す
（
１０
）
。〔
後
略
〕

す
な
わ
ち
、
大
戦
の
経
験
に
踏
ま
え
、
今
後
の
戦
争
が
総
力
戦
と
な
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
以
上
、
帝
国
国
防
方
針
も
国
民
一
致
の
力
に
基
づ
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
国
防
の
実
現
も
た
だ
政
府
の
努
力
だ
け
で
な
く
、
国
民
の

代
表
で
あ
る
議
会
の
協
力
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
「
憲
政
の
順
序
」

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
あ
ま
り
の
秘
密
主
義
は
排
除
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
方
、
こ
れ
に
対
す
る
児
玉
修
正
案
（
別
紙
二
）
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
前
略
〕
輓
近
世
界
の
戦
争
は
国
民
一
致
の
力
に
待
た
さ
る
は
無
く
、
従
て

国
防
の
方
針
も
亦
之
に
基
か
さ
る
を
得
す
。〔
中
略
〕
之
か
実
行
に
際
し
て
は

各
閣
僚
と
反
覆
審
議
し
、
財
政
に
照
し
て
按
排
其
の
宜
し
き
を
制
し
帝
国
議
会

の
協
賛
を
経
て
国
民
一
致
宏
謨
を
翼
賛
し
奉
ら
さ
る
へ
か
ら
す
（
１１
）
。〔
後
略
〕

初
稿
に
比
べ
る
と
、「
憲
政
の
順
序
」
や
秘
密
主
義
の
否
定
に
関
す
る
言
及
が

削
除
さ
れ
る
な
ど
、
全
体
的
に
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
印
象
を
与
え
る
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
国
民
一
致
の
重
要
性
や
そ
の
た
め
の
議
会
の
協
力
の
必
要
性
な
ど

は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
お
り
、
特
に
議
会
に
関
す
る
表
現
は
大
正
一
二
年
改
定
時

の
首
相
復
奏
に
も
受
け
継
が
れ
る
よ
う
に
な
る
（
１２
）
。

こ
う
し
た
陸
海
軍
の
秘
密
主
義
の
部
分
的
な
放
棄
と
そ
れ
を
当
然
視
す
る
内
閣

の
姿
勢
は
、
大
正
一
二
年
改
定
時
の
陸
海
軍
の
姿
勢
と
対
比
さ
せ
る
と
よ
り
鮮
明

に
な
る
。
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
は
上
奏
前
に
帝
国
国
防
方
針
制
（
改
）
定
案
が
元
帥

た
ち
に
内
示
さ
れ
た
時
、
ま
た
は
上
奏
後
に
元
帥
府
に
諮
詢
さ
れ
た
時
は
、
元
帥

た
ち
は
集
ま
っ
て
制
（
改
）
定
案
を
審
査
し
た
。
し
か
し
今
回
は
一
切
会
合
を
行

わ
ず
、
各
元
帥
を
歴
訪
し
て
制
（
改
）
定
案
を
内
示
し
た
り
、
復
奏
書
に
署
名
を

受
け
る
こ
と
に
変
更
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
「
件
名
ノ
外
聞
ニ
洩
ル
ル
ヲ
防
止
」
す

る
と
い
う
、「
機
密
保
持
」
の
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
。
ま
た
首
相
へ
の
下
問
対

象
も
「
方
針
ノ
ミ
」
と
縮
小
さ
れ
て
、
実
際
国
防
方
針
改
定
案
は
首
相
に
下
付
さ

れ
、
閣
議
を
経
て
復
奏
が
行
わ
れ
た
が
、
所
要
兵
力
改
定
案
は
首
相
個
人
が
内
覧

す
る
の
み
で
あ
っ
た
（
１３
）
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
正
七
年
帝
国
国
防
方
針
の
改
定
過
程
に
お
け
る
秘
密
主
義
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の
弱
化
は
、
陸
海
軍
及
び
内
閣
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
陸
海
軍
は
軍
拡
計

画
に
対
す
る
内
閣
の
承
認
を
得
る
た
め
、
改
定
国
防
方
針
及
び
所
要
兵
力
が
内
閣

に
下
付
さ
れ
、
閣
僚
た
ち
に
披
露
さ
れ
る
の
を
容
認
し
た
。
ま
た
内
閣
も
国
民
の

代
表
で
あ
る
議
会
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
「
一
概
に
之
を
高
閣

に
秘
す
」
と
い
う
秘
密
主
義
は
排
除
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
た
。
こ
う
し
た
両
者
の

新
し
い
姿
勢
の
背
景
に
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
高
潮
と
総
力
戦
と
し
て
の
大

戦
の
教
訓
に
よ
っ
て
、
政
策
推
進
と
戦
争
遂
行
に
お
け
る
国
民
の
重
要
性
が
高

ま
っ
た
こ
と
に
対
す
る
、
両
者
の
共
通
す
る
認
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
章

改
定
帝
国
国
防
方
針
の
内
閣
保
存

帝
国
国
防
方
針
は
大
正
七
年
六
月
に
改
定
さ
れ
、
九
月
に
は
閣
議
に
付
さ
れ
て

そ
の
承
認
を
も
勝
ち
取
っ
た
。
し
か
し
そ
の
直
後
の
九
月
二
一
日
に
寺
内
正
毅
内

閣
は
総
辞
職
し
、
二
九
日
に
原
敬
内
閣
が
成
立
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
新
内
閣
の
軍

備
計
画
に
関
し
て
田
中
義
一
陸
相
と
相
談
し
た
時
、
原
は
帝
国
国
防
方
針
に
つ
い

て
言
及
し
て
い
る
。

先
頃
元
帥
会
議
に
て
国
防
問
題
を
決
定
し
、陛
下
よ
り
御
下
付
あ
り
た
る
に
因

り
内
閣
会
議
を
開
ら
き
て
財
政
の
都
合
に
よ
り
実
行
す
べ
き
旨
奉
答
せ
り
と
寺

内
よ
り
聞
き
た
る
も
、
其
書
類
は
内
閣
に
存
在
す
る
な
ら
ん
も
未
だ
閲
読
せ
ず
（
１４
）
、

そ
れ
で
は
、
改
定
の
裁
可
と
と
も
に
下
付
さ
れ
た
国
防
方
針
及
び
所
要
兵
力
は
、

実
際
内
閣
に
保
存
さ
れ
て
い
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
内
閣
書
記
官
室
が
内
閣

所
属
各
局
や
各
省
な
ど
か
ら
受
け
付
け
た
公
文
書
の
件
名
と
番
号
、
上
申
か
ら
裁

可
ま
で
の
各
段
階
の
日
付
な
ど
を
記
載
し
た
『
件
名
録
』
に
は
、
興
味
深
い
記
録

が
残
さ
れ
て
い
る
。

七
月
一
日
御
下
付
国
防
方
針
、
特
別
保
存
綴
目
次
参
照
ノ
コ
ト
、
内
容
記
録

課
保
存
（
１５
）

す
な
わ
ち
、
大
正
七
年
七
月
に
内
閣
に
下
付
さ
れ
た
帝
国
国
防
方
針
関
連
書
類

は
、
当
時
内
閣
で
処
理
さ
れ
た
公
文
書
の
編
纂
・
保
存
を
担
当
し
て
い
た
内
閣
書

記
官
室
記
録
課
に
保
存
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
保
存
に
は

「
特
別
保
存
綴
」
と
い
う
も
の
が
係
わ
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
。さ

ら
に
、
こ
の
帝
国
国
防
方
針
関
連
書
類
が
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、

い
か
な
る
過
程
を
経
て
保
存
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
重
要
な
手
掛
か
り
を
提
供

す
る
史
料
が
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
全
文
を
引
用
す
る
と
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
欄
外
右
上
〕
�
（
写
）

〔
本
文
〕
�
（
秘
）

�
（
佐
野
）

一
、
帝
国
ノ
国
防
方
針
補
修
並
帝
国
ノ
国
防
ニ
要
ス
ル
兵
力
改
定
ニ
関
ス
ル
手

続
覚
書

二
、
大
正
七
年
七
月
二
日
（
一
日
？
）
国
防
方
針
補
修
及
帝
国
国
防
ニ
要
ス
ル

兵
力
ノ
二
書
御
下
付
ニ
際
シ
下
サ
レ
タ
ル
御
沙
汰
書

三
、
国
防
方
針
補
修
ノ
内
見
ヲ
允
許
セ
ラ
レ
内
閣
総
理
大
臣
覆
奏

四
、
国
防
ニ
関
ス
ル
要
件
実
施
命
下
ニ
対
シ
内
閣
総
理
大
臣
覆
奏

五
、
帝
国
国
防
方
針
補
修

����
大
正
七
年
七
月
一
日
御
下
付

六
、
帝
国
ノ
国
防
ニ
要
ス
ル
兵
力
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〔
朱
〕
右
ハ
記
録
課
別
録
袋
入
リ
保
存
（
畝
目
属
承
知
（
１６
）
）

本
史
料
は
片
面
一
三
行
の
内
閣
罫
紙
（
赤
色
）
一
枚
に
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
大
き
さ
は
二
八
二
㎜
×
四
〇
一
㎜
で
、
編
纂
の
た
め
に
上
下
左
右
が
裁
断
さ
れ

た
痕
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
欄
外
左
右
に
綴
穴
が
二
箇
所
ず
つ
あ
る
の
で
、
も

と
も
と
は
仮
綴
さ
れ
て
保
存
さ
れ
た
も
の
が
、
あ
る
時
に
脱
落
し
て
現
在
に
至
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
発
生
経
緯
は
不
明
で
あ
り
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
史

料
の
中
で
こ
れ
と
関
連
す
る
も
の
も
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
内
容

か
ら
み
て
、
内
閣
で
作
成
さ
れ
た
帝
国
国
防
方
針
関
連
書
類
の
目
録
と
、
そ
の
分

類
・
保
存
に
関
す
る
書
き
込
み
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
帝
国
国
防
方
針
関
連
書
類
の
構
成
か
ら
確
認
し
て
い
こ
う
。
本
文

中
の
五
と
六
は
補
修
・
改
定
さ
れ
た
国
防
方
針
と
所
要
兵
力
で
あ
る
。
次
に
二
は

寺
内
首
相
に
下
さ
れ
た
裁
可
の
御
沙
汰
書
、
三
と
四
は
六
月
と
九
月
に
行
わ
れ
た

首
相
復
奏
書
で
あ
る
。
一
方
、
一
の
性
格
は
や
や
不
明
だ
が
、「
大
正
七
年
参
謀

本
部
歴
史
」
に
よ
る
と
、
帝
国
国
防
方
針
の
改
定
に
関
す
る
従
来
の
経
過
を
記
録

し
て
参
謀
本
部
に
保
管
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
の
で
（
１７
）
、
そ
れ
に
該
当
す
る
も
の

か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
構
成
を
明
治
四
〇
年
及
び
大
正
一
二
年
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
表
２

の
よ
う
に
な
る
。
前
者
は
内
閣
、
後
者
は
参
謀
本
部
に
保
存
さ
れ
た
も
の
と
い
う

違
い
が
あ
り
、
実
際
前
者
に
は
用
兵
綱
領
と
元
帥
府
復
奏
書
と
い
う
、
純
軍
事
的

で
最
も
機
密
性
の
高
い
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
他
の
構
成
要
素
で
は

両
者
の
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
大
正
七
年
の
場
合
、
た
だ
国
防
方
針
及
び

所
要
兵
力
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
付
属
す
る
ほ
ぼ
総
て
の
書
類
が
一
括
さ
れ
て
内

閣
に
保
存
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
本
文
中
に
は
「
佐
野
」
と
「
畝
目
」
と
い
う
二
人
の
人
物
が
登
場
す
る
が
、

表２：各時期の帝国国防方針関連書類の構成比較

大正１２年改定３）

御言葉の意味覚

首相復奏書

国防方針

所要兵力

用兵綱領

元帥府復奏書

出典：
１）『日本帝国の国防方針』（防衛省防衛研究所戦史研究センター史料室所蔵、文庫―宮崎―１）。但し元帥府

復奏書は原物はなく、同史料所収「帝国国防方針、国防ニ要スル兵力及帝国軍用兵綱領策定顛末」（山県
元帥用）にその全文が記録されている。

２）「〔記録課別録袋入保存書類目録〕」（国立公文書館所蔵、雑／４２１６）。
３）『帝国国防方針』（防衛省防衛研究所戦史研究センター史料室所蔵、文庫―宮崎―２）、『帝国国防ニ要スル

兵力』（同上、文庫―宮崎―４）、『帝国軍ノ用兵綱領』（同上、文庫―宮崎―９）。なお、その他の書類の
存在は波多野澄雄他編『侍従武官長奈良武次日記・回顧録』第１巻（柏書房，２０００年）大正１２年３月３日
条（３２９頁）による。

大正７年改定２）

補修・改定手続覚書

裁可の御沙汰書

首相復奏書（１）

首相復奏書（２）

国防方針

所要兵力

明治４０年制定１）

策定顛末

御沙汰伝達の次第覚書

首相復奏書

国防方針

所要兵力

用兵綱領

元帥府復奏書
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そ
れ
ぞ
れ
佐
野
小
門
太
と
畝
目
武
二
郎
と
見
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
前
者
は

大
正
七
年
三
月
、
後
者
は
一
二
年
一
一
月
に
内
閣
雇
（
内
閣
属
は
同
七
年
六
月
と

一
四
年
七
月
）
に
な
っ
て
か
ら
、
終
戦
後
ま
で
属
官
と
し
て
内
閣
の
文
書
事
務
に

従
事
し
た
人
々
で
あ
る
。
特
に
二
人
は
本
務
ま
た
は
兼
務
と
し
て
記
録
課
で
働
い

て
お
り
、
終
戦
後
の
昭
和
三
一
年
と
三
五
年
に
は
内
閣
文
庫
長
に
な
る
の
で
、
内

閣
記
録
管
理
の
専
門
家
だ
っ
た
と
評
価
で
き
よ
う
（
１８
）
。

そ
れ
で
は
、
本
史
料
の
作
成
経
緯
を
検
討
し
て
い
こ
う
。
ま
ず
「
佐
野
」
印
の

位
置
か
ら
み
て
、
本
文
の
一
か
ら
六
ま
で
は
佐
野
が
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
大
正
七
年
七
月
に
国
防
方
針
及
び
所
要
兵
力
が
内
閣
へ
下
付
さ
れ

て
か
ら
、
九
月
に
寺
内
首
相
の
二
回
目
の
復
奏
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
一
切
の
書
類

を
、
当
時
内
閣
属
と
し
て
内
閣
書
記
官
室
で
勤
務
し
て
い
た
佐
野
が
整
理
し
、
そ

の
目
録
を
作
成
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
一
か
ら
六
ま
で
は
墨
書
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
最
後
の
行
は
朱
書
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
か
ら
も
後
に
付
記
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

内
閣
書
記
官
室
で
整
理
さ
れ
た
帝
国
国
防
方
針
関
連
書
類
は
、
一
定
の
期
間
の
経

過
し
た
後
に
記
録
課
に
送
付
さ
れ
、
そ
こ
で
「
別
録
袋
」
に
入
れ
ら
れ
て
保
存
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
処
理
を
行
っ
た
の
が
畝
目
だ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
り
、

「
承
知
」
と
い
う
表
現
か
ら
み
る
と
、
む
し
ろ
記
録
課
に
保
存
さ
れ
て
い
た
同
書

類
を
後
に
彼
が
確
認
し
、
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
畝
目
が

内
閣
属
に
な
る
の
は
大
正
一
四
年
七
月
な
の
で
、
彼
が
同
書
類
を
引
き
継
ぐ
の
は

そ
れ
以
後
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
の
時
ま
で
は
帝
国
国
防
方
針
関
連
書
類

は
記
録
課
内
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
欄
外
右
上
の
「
写
」
印
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
本
史
料
は
原
本
で
は

な
く
写
本
で
あ
る
。
特
に
「
秘
」
印
と
「
佐
野
」
印
は
本
物
で
は
な
く
そ
れ
を
模

し
た
も
の
な
の
で
、
少
な
く
と
も
佐
野
の
書
い
た
と
思
わ
れ
る
本
文
の
一
か
ら
六

ま
で
は
筆
写
さ
れ
た
も
の
と
見
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
つ
、
な
ぜ
写
本
が

作
ら
れ
た
の
か
、
そ
し
て
原
本
の
行
方
は
ど
う
な
っ
た
の
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
分

か
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
も
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
本
史
料
に
仮
綴
の
綴
穴
が
あ
る

こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
原
本
は
帝
国
国
防
方
針
関
連
書
類
に
添
付
さ
れ
て
別
録
袋

に
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
記
録
課
で
そ
の
管
理
や
参
考
の
た
め
に
写
本
が
作
ら

れ
、
台
帳
な
ど
に
仮
綴
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
実
は
こ
の
「
別
録
袋
」
と
い
う
の
は
、
単
な
る
記
録
保
存
手
段
で

は
な
い
。
そ
れ
は
上
記
「
特
別
保
存
綴
」
と
と
も
に
、
当
時
内
閣
に
お
け
る
機
密

文
書
の
編
纂
・
保
存
過
程
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題

を
解
明
す
る
前
に
、
ま
ず
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
公
文
別
録
」
と

い
う
文
書
群
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

「
公
文
別
録
」
は
明
治
一
九
年
の
内
閣
記
録
局
に
よ
る
「
記
録
目
録
」
一
二

（
後
に
一
三
）
分
類
で
は
「
第
一

公
文
」
に
属
す
る
も
の
で
、
当
時
の
政
治
・

外
交
・
内
政
・
軍
事
な
ど
に
関
す
る
機
密
性
の
高
い
文
書
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い

る
文
書
群
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
編
纂
・
保
存
過
程
も
他
の
文
書
群
と
は
違
っ
て
、

内
閣
で
処
理
さ
れ
た
機
密
文
書
は
直
ち
に
編
纂
部
署
に
送
付
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

原
局
（
内
閣
書
記
官
室
な
ど
、
文
書
の
起
案
か
ら
処
理
ま
で
を
担
当
す
る
部
局
）

と
記
録
部
局
（
記
録
課
な
ど
、
処
理
の
終
了
し
た
文
書
の
編
纂
・
保
存
を
担
当
す

る
部
局
）
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
、
機
密
文
書
を
取
扱
す
る
部
署
で
し
ば
ら
く
保
管

さ
れ
て
か
ら
、
よ
う
や
く
「
公
文
別
録
」
と
し
て
編
纂
・
保
存
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
そ
の
保
管
に
「
秘
函
」
や
金
庫
な
ど
の
特
別
な
手
段
が
使
わ
れ
た
の
も
一

つ
の
特
徴
で
あ
る
（
１９
）
。

こ
の
「
記
録
目
録
」
は
太
政
官
時
代
に
蓄
積
さ
れ
た
記
録
を
分
類
・
整
理
す
る

中
で
作
成
さ
れ
た
保
存
台
帳
で
あ
り
、
そ
の
後
内
閣
で
新
し
い
記
録
が
作
ら
れ
る

に
つ
れ
、「
記
録
目
録
」
も
時
々
更
新
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
大
正
末
期
に
作
成
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さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
公
文
別
録
」
の
目
録
（
２０
）
に
は
、『
国
防
方
針
補
修
書
他
一

件
』
と
い
う
も
の
が
登
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
記
録
課
に
保
存
さ
れ
て
い
た
大

正
七
年
帝
国
国
防
方
針
関
連
書
類
と
見
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
（
但
し
、
現
存

し
て
い
な
い
）。
ち
な
み
に
、
そ
の
目
録
上
の
順
番
は
現
存
「
公
文
別
録
」
の

『
綱
紀
粛
正
ニ
関
ス
ル
件
』（
別
／
一
七
六
）
と
『
大
正
三
四
年
戦
役
ニ
継
ク
戦
役

各
省
行
賞
査
定
』（
別
／
一
七
七
）
の
間
で
あ
る
。

な
お
、
記
録
部
局
で
新
し
い
簿
冊
が
編
纂
さ
れ
る
と
、
翌
年
一
月
に
「
記
録
目

録
」
に
簿
冊
名
と
と
も
に
「
類
」「
冊
」「
架
」「
函
」
を
記
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
「
記
録
目
録
」
一
三
分
類
に
よ
る
分
類
、
部
門
や
省

庁
ご
と
に
一
部
を
な
す
簿
冊
の
数
、
配
架
位
置
、
簿
冊
の
収
蔵
さ
れ
て
い
る
函
の

番
号
を
表
す
も
の
で
あ
る
（
２１
）
。
と
こ
ろ
で
『
国
防
方
針
補
修
書
他
一
件
』
の
場
合
、

「
冊
」
は
「
一
袋
」、「
函
」
は
「
八
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
上
記

「
別
録
袋
入
リ
保
存
」
の
意
味
を
考
え
る
と
、
帝
国
国
防
方
針
関
連
書
類
は
「
公

文
別
録
」
に
分
類
さ
れ
、
簿
冊
と
し
て
編
纂
さ
れ
ず
書
類
の
ま
ま
袋
に
一
括
さ
れ
、

記
録
文
庫
内
で
の
保
存
位
置
ま
で
定
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
「
特
別
保
存
綴
」
は
い
か
が
で
あ
る
か
。
昭
和
一
〇
年
代
後
半
に
作

成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
他
の
「
公
文
別
録
」
の
目
録
（
２２
）
を
見
る
と
、
依
然
と
し
て

『
国
防
方
針
補
修
書
他
一
件
』
が
存
在
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
末
尾
に
『
仮
綴

特
別
保
存
綴
』
と
い
う
も
の
が
登
載
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
れ
は
二
綴
あ
っ
て
「
冊
」
欄
も
「
二
」
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、「
類
」
と

「
函
」
欄
は
空
欄
に
な
っ
て
い
る
の
が
目
に
付
く
。

そ
し
て
こ
の
『
仮
綴

特
別
保
存
綴
』
に
綴
じ
ら
れ
て
い
た
書
類
の
目
録
と
思

わ
れ
る
の
が
、『
特
別
保
存

公
文
別
録
索
引
』（
仮
綴
ノ
モ
ノ
）
で
あ
る
（
２３
）
。
そ
こ

に
は
内
閣
各
省
書
類
及
び
物
資
動
員
計
画
関
連
書
類
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
収
録

年
代
は
大
正
一
一
年
か
ら
昭
和
一
六
年
ま
で
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
最
初
の
頁
の

欄
外
右
下
に
「
金
庫
ニ
収
ム
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
書
類
は

記
録
文
庫
で
は
な
く
、
仮
綴
の
ま
ま
金
庫
に
特
別
保
管
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
そ
の
中
に
は
既
に
「
公
文
別
録
」
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
結
果
、
目
録
か
ら

削
除
さ
れ
た
も
の
、
後
に
編
纂
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
も
の
、
遂
に
編
纂
さ

れ
ず
行
方
の
分
か
ら
な
く
な
っ
た
も
の
が
あ
る
。

以
上
の
事
実
と
『
仮
綴

特
別
保
存
綴
』
の
「
類
」
と
「
函
」
欄
が
空
欄
で
あ

る
こ
と
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
原
局
か
ら
記
録
部
局

に
送
付
さ
れ
た
機
密
文
書
は
直
ち
に
編
纂
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、「
特
別
保
存

綴
」
に
仮
綴
さ
れ
た
ま
ま
金
庫
に
保
管
さ
れ
る
。
そ
し
て
一
定
の
期
間
の
経
過
し

て
か
ら
選
別
作
業
を
経
て
、
よ
う
や
く
「
公
文
別
録
」
に
分
類
・
編
纂
さ
れ
、
記

録
文
庫
内
に
保
存
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
し
「
特
別
保
存
綴
目
次
」
が
『
特
別
保

存

公
文
別
録
索
引
』
と
同
じ
性
格
の
も
の
だ
っ
た
と
す
る
と
、
帝
国
国
防
方
針

関
連
書
類
の
場
合
も
以
上
の
過
程
を
経
て
「
公
文
別
録
」
の
一
部
に
な
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。

最
後
に
、
大
正
七
年
帝
国
国
防
方
針
の
内
閣
保
存
の
意
義
を
考
え
て
み
よ
う
。

内
閣
に
下
付
さ
れ
た
帝
国
国
防
方
針
関
連
書
類
に
は
、
用
兵
綱
領
の
よ
う
に
純
軍

事
的
で
最
も
機
密
性
の
高
い
も
の
を
除
い
た
、
ほ
ぼ
総
て
の
書
類
が
含
ま
れ
て
い

た
。
ま
た
内
閣
書
記
官
室
で
整
理
さ
れ
た
同
書
類
は
、
後
に
記
録
課
に
送
付
さ
れ
、

「
特
別
保
存
綴
」
へ
の
仮
綴
・
保
管
過
程
を
経
て
か
ら
、
大
正
末
期
に
は
既
に

「
公
文
別
録
」
の
一
部
に
な
っ
て
い
た
。
機
密
文
書
と
し
て
特
別
な
編
纂
・
保
存

過
程
を
経
た
と
は
い
え
、
統
帥
部
以
外
の
者
は
ほ
ぼ
接
近
す
る
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
も
の
が
、
内
閣
記
録
の
一
部
と
し
て
記
録
文
庫
内
に
長
い
間
存
在
し
た
こ

と
は
、
や
は
り
大
正
七
年
帝
国
国
防
方
針
の
秘
密
主
義
の
弱
化
の
も
う
一
つ
の
証

左
と
評
価
で
き
よ
う
。
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お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
、
大
正
七
年
帝
国
国
防
方
針
の
改
定
過
程
及
び
内
閣
に
お
け
る
保
存

過
程
の
特
徴
と
そ
の
意
義
を
検
討
し
て
き
た
。
陸
海
軍
は
帝
国
国
防
方
針
に
基
づ

い
た
軍
拡
の
実
現
を
確
実
に
す
る
た
め
、
改
定
国
防
方
針
及
び
所
要
兵
力
が
内
閣

に
下
付
さ
れ
閣
議
に
諮
ら
れ
る
の
を
容
認
し
た
。
ま
た
内
閣
も
軍
拡
の
実
現
に
は

国
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
の
協
力
が
必
要
だ
と
し
、
過
度
の
秘
密
主
義
を
否
定
す

る
見
方
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
内
閣
に
下
付
さ
れ
た
帝
国
国
防
方
針
関
連
書
類
に

は
用
兵
綱
領
な
ど
を
除
い
た
ほ
ぼ
総
て
の
書
類
が
含
ま
れ
て
お
り
、
大
正
末
期
に

は
既
に
「
公
文
別
録
」
の
一
部
と
な
っ
て
、
終
戦
直
前
ま
で
記
録
文
庫
内
に
保
存

さ
れ
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
大
正
七
年
帝
国
国
防
方
針
に
対
す
る
陸
海
軍
及

び
内
閣
の
姿
勢
か
ら
は
秘
密
主
義
の
弱
化
が
目
立
つ
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
前
後
の

制
（
改
）
定
時
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
で
残
さ
れ
た
幾
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
、
若
干
の

展
望
を
提
示
し
て
み
よ
う
。

第
一
に
、
陸
海
軍
の
新
し
い
姿
勢
を
可
能
に
し
た
背
景
の
問
題
で
あ
る
。
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
高
潮
と
総
力
戦
と
し
て
の
大
戦
の
教
訓
に
よ
っ
て
、
内
政
と
戦

争
に
お
け
る
国
民
の
重
要
性
が
高
ま
っ
た
の
が
直
接
的
な
背
景
で
あ
る
こ
と
は
前

述
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
間
接
的
な
背
景
と
し
て
、
当
時
参
謀
本

部
内
で
改
定
を
主
導
し
た
人
々
に
も
注
目
し
た
い
。

大
正
七
年
改
定
の
場
合
、
複
数
国
に
対
す
る
長
期
総
力
戦
を
想
定
し
て
自
給
自

足
体
制
の
構
築
を
目
指
す
と
と
も
に
、
大
戦
の
教
訓
を
取
り
入
れ
て
軍
団
制
や
三

単
位
編
制
を
導
入
す
る
な
ど
、
改
革
性
が
目
立
つ
。
そ
れ
に
対
し
、
大
正
一
二
年

改
定
は
一
国
に
対
す
る
短
期
決
戦
を
想
定
し
、
師
団
制
に
後
戻
り
す
る
な
ど
、
大

正
七
年
改
定
を
無
効
に
す
る
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。
先
行
研
究
は
こ
う
い
う
結

果
に
な
っ
た
原
因
を
、
当
時
の
国
際
情
勢
や
戦
争
様
相
の
変
化
と
と
も
に
、
前
者

は
田
中
義
一
（
当
時
参
謀
次
長
）
な
ど
の
軍
制
改
革
派
、
後
者
は
上
原
勇
作
（
当

時
参
謀
総
長
）
な
ど
の
現
状
維
持
派
に
よ
っ
て
改
定
が
主
導
さ
れ
た
こ
と
か
ら
求

め
て
い
る
（
２４
）
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
人
的
構
成
の
相
違
は
、
実
は
帝
国
国
防
方
針
の
内
容
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
改
定
過
程
に
も
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
大
正
七
年
改
定

を
主
導
し
た
田
中
義
一
の
場
合
、
政
党
の
力
を
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
評
価
し
、

そ
れ
と
の
提
携
（
ま
た
は
利
用
）
に
よ
っ
て
陸
軍
の
利
益
を
実
現
し
よ
う
と
し
た

人
物
と
さ
れ
て
い
る
（
２５
）
。
ま
た
彼
は
明
治
四
〇
年
帝
国
国
防
方
針
制
定
当
時
に
も
政

府
（
首
相
）
と
の
協
議
の
必
要
性
を
主
張
す
る
な
ど
、
政
軍
間
の
合
意
形
成
を
重

視
す
る
立
場
で
あ
っ
た
（
２６
）
。
そ
ん
な
彼
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
軍
拡
の
実
現
の
た
め

に
こ
れ
ま
で
の
秘
密
主
義
を
あ
る
程
度
ま
で
放
棄
す
る
と
い
う
柔
軟
な
方
法
が
選

択
で
き
た
し
、
ま
た
議
会
の
協
力
を
必
要
と
す
る
内
閣
の
見
方
に
も
親
和
的
だ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
秘
密
主
義
が
再
び
強
化
さ
れ
、
徹
底
的
に

統
帥
部
の
優
位
の
下
で
行
わ
れ
た
大
正
一
二
年
改
定
の
場
合
、
改
定
内
容
の
み
な

ら
ず
改
定
過
程
に
お
い
て
も
、
田
中
の
や
り
方
は
否
定
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

第
二
に
、
大
正
七
年
帝
国
国
防
方
針
の
正
文
の
所
在
問
題
で
あ
る
。
帝
国
国
防

方
針
関
連
書
類
は
「
公
文
別
録
」
の
一
部
と
し
て
終
戦
直
前
ま
で
は
確
か
に
存
在

し
て
い
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
同
書
類
は
現
存
「
公
文
別
録
」
中
に
は
存
在

し
て
お
ら
ず
、
管
見
の
限
り
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
史
料
中
か
ら
も
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
極
秘
扱
い
さ
れ
て
き
た
だ
け
に
終
戦
直
後
に
焼
却
さ
れ
た
か
、

あ
る
い
は
終
戦
後
の
混
乱
の
中
で
散
逸
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
「
公
文
別

録
」
の
一
部
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
戦
後
米
軍
に
接
収
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
行

方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
佐
野
の
作
成
し
た
帝
国
国
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防
方
針
関
連
書
類
の
目
録
が
「
諸
雑
公
文
書
」
に
分
類
さ
れ
、
し
か
も
「〔
記
録

課
別
録
袋
入
保
存
書
類
目
録
〕」
と
い
う
、
内
容
が
把
握
し
に
く
い
標
題
の
付
い

た
ま
ま
現
存
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
同
書
類
も
国
立
公
文
書
館
中
に
姿

を
潜
め
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
、
大
正
七
年
帝
国
国
防
方
針
の
正
文
を
探

す
場
合
、
陸
海
軍
史
料
の
み
な
ら
ず
、
同
館
所
蔵
内
閣
史
料
を
も
対
象
と
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

註（
１
）

北
岡
伸
一
『
日
本
陸
軍
と
大
陸
政
策
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八

年
）
九
頁
。

（
２
）

代
表
的
な
研
究
書
に
は
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
『
戦
史
叢
書
・
大
本

営
陸
軍
部
』
第
一
巻
（
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
六
七
年
）、
角
田
順
『
満
州
問

題
と
国
防
方
針
』（
原
書
房
、
一
九
六
七
年
）、
黒
野
耐
『
帝
国
国
防
方
針
の

研
究
』（
総
和
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）

各
時
期
の
帝
国
国
防
方
針
の
正
文
は
、
終
戦
時
は
参
謀
本
部
第
一
部
長
、

終
戦
直
後
は
史
実
調
査
部
長
で
あ
っ
た
宮
崎
周
一
が
参
謀
本
部
に
保
管
さ
れ

て
い
た
も
の
を
自
宅
に
持
ち
出
し
て
秘
蔵
し
た
と
い
う
。
現
在
は
防
衛
省
防

衛
研
究
所
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
史
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
閲
覧
可
能
で

あ
る
。

な
お
、
そ
の
全
文
は
島
貫
武
治
「
日
露
戦
争
以
後
に
お
け
る
国
防
方
針
、

所
要
兵
力
、
用
兵
綱
領
の
変
遷
（
上
）」（『
軍
事
史
学
』
第
八
巻
第
四
号
、

一
九
七
三
年
三
月
）、
同
「
第
一
次
世
界
大
戦
以
後
の
国
防
方
針
、
所
要
兵

力
、
用
兵
綱
領
の
変
遷
（
下
）」（『
軍
事
史
学
』
第
九
巻
第
一
号
、
一
九
七

三
年
六
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）

前
掲
『
戦
史
叢
書
・
大
本
営
陸
軍
部
』
第
一
巻
、
二
一
七
〜
二
二
三
頁
、

斎
藤
聖
二
「
国
防
方
針
第
一
次
改
訂
の
背
景
」（『
史
学
雑
誌
』
第
九
五
編
第

六
号
、
一
九
八
六
年
六
月
）、
小
林
道
彦
「
世
界
大
戦
と
大
陸
政
策
の
変

容
」（『
歴
史
学
研
究
』
第
六
五
六
号
、
一
九
九
四
年
三
月
）、
同
「
帝
国
国

防
方
針
の
補
修
と
日
本
陸
軍
」（『
北
九
州
大
学
開
学
五
十
周
年
記
念
論
文

集
』
北
九
州
大
学
法
学
部
、
一
九
九
七
年
）、
黒
野
耐
「
第
一
次
大
戦
と
国

防
方
針
の
第
一
次
改
定
」（『
史
学
雑
誌
』
第
一
〇
六
編
第
三
号
、
一
九
九
七

年
三
月
、
黒
野
前
掲
書
第
三
章
に
収
録
）。

（
５
）

ち
な
み
に
、
最
近
公
刊
さ
れ
た
『
上
原
勇
作
日
記
』（
尚
友
倶
楽
部
編
、

芙
蓉
書
房
出
版
、
二
〇
一
一
年
、
上
原
は
当
時
参
謀
総
長
）
に
よ
る
と
、
上

原
は
大
正
六
年
三
月
一
九
日
に
島
村
速
雄
海
軍
軍
令
部
長
と
と
も
に
「
用
兵

綱
領
の
件
」
に
つ
い
て
参
内
し
て
お
り
、
三
月
三
一
日
に
は
同
件
に
つ
い
て

元
帥
会
議
が
開
か
れ
た
。
一
方
、
翌
年
六
月
一
二
日
に
彼
が
上
奏
し
た
の
は

「
国
防
案
并
に
兵
力
」
の
み
で
あ
り
、
そ
の
直
前
ま
で
統
帥
部
で
協
議
さ
れ

て
い
た
の
も
国
防
方
針
補
修
案
及
び
所
要
兵
力
改
定
案
で
あ
っ
た
（「
大
正

七
年
参
謀
本
部
歴
史
」『
大
正
六
年
参
謀
本
部
歴
史
』
防
衛
省
防
衛
研
究
所

戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
史
料
室
所
蔵
、
中
央
―
作
戦
指
導
そ
の
他
―
一
八
）。

こ
こ
か
ら
み
て
、
既
に
陸
海
軍
の
間
で
合
意
が
成
立
し
て
お
り
、
首
相
の
審

議
や
閲
覧
を
要
し
な
い
用
兵
綱
領
が
大
正
六
年
三
月
の
段
階
に
ま
ず
改
定
さ

れ
、
さ
ら
な
る
協
議
を
経
て
、
翌
年
六
月
に
よ
う
や
く
国
防
方
針
及
び
所
要

兵
力
が
補
修
・
改
定
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
６
）

斎
藤
前
掲
論
文
、
三
二
〜
三
三
頁
、
小
林
前
掲
「
帝
国
国
防
方
針
の
補
修

と
日
本
陸
軍
」
七
九
〜
八
一
頁
、
黒
野
前
掲
論
文
、
八
〜
一
〇
頁
。

な
お
、
黒
沢
文
貴
「
奈
良
武
次
軍
務
局
長
日
記
（
一
）（
二
）」（『
東
京
女

子
大
学
紀
要
論
集
』
第
五
三
巻
第
一
・
二
号
、
二
〇
〇
二
年
九
月
・
二
〇
〇

三
年
三
月
、
以
下
「
日
記
」）
を
利
用
し
、
大
正
六
年
に
お
け
る
帝
国
国
防
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方
針
改
定
過
程
に
関
す
る
先
行
研
究
の
空
白
を
埋
め
る
と
、
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。
ま
ず
同
年
三
月
に
参
謀
本
部
は
所
要
兵
力
改
定
の
前
提
と
し
て
、

国
防
整
備
案
起
草
の
た
め
の
委
員
会
を
設
置
す
る
が
、「
日
記
」
に
よ
る
と
、

同
年
四
月
下
旬
に
参
謀
本
部
で
こ
れ
に
関
す
る
会
議
が
数
回
開
か
れ
、
五
月

に
は
陸
軍
省
も
対
案
を
作
成
す
る
な
ど
、
両
者
の
間
で
協
議
が
進
め
ら
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
五
月
二
六
日
に
陸
軍
省
案
に
対
す
る
参
謀
本
部
の
対
案
が

届
く
と
、
二
九
日
に
大
島
健
一
陸
相
が
上
原
参
謀
総
長
と
相
談
し
、「
一
旦

撤
回
」
す
る
と
決
定
し
た
結
果
、
し
ば
ら
く
協
議
は
中
止
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
そ
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
五
月
九
日
に
国
防
整
備
に
要
す
る
予
算
調
査

が
始
ま
り
、
二
一
日
に
そ
れ
が
陸
相
に
報
告
さ
れ
た
の
で
、
予
算
問
題
を
め

ぐ
っ
て
省
部
の
間
で
意
見
の
不
一
致
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
八
月
三
〇
日
に
国
防
整
備
案
が
脱
稿
さ
れ
る
と
、
参
謀
本
部
は
所

要
兵
力
改
定
を
決
意
し
て
海
軍
軍
令
部
と
の
協
議
に
入
り
、
一
〇
月
に
は
成

案
を
交
換
す
る
。
と
こ
ろ
で
、「
日
記
」
で
は
こ
れ
が
「
新
整
理
案
」
と

な
っ
て
お
り
（
一
〇
月
一
三
日
）、
ま
た
一
〇
月
二
七
日
の
元
帥
会
議
に
付

さ
れ
た
所
要
兵
力
案
に
は
軍
団
制
や
三
単
位
編
制
な
ど
、
実
際
所
要
兵
力
に

盛
り
込
ま
れ
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
み
て
、
五
月
に
陸
軍
省

と
の
協
議
が
一
旦
中
止
さ
れ
て
以
来
、
参
謀
本
部
は
既
存
の
整
備
案
の
内
容

に
大
修
正
を
加
え
、
そ
れ
が
所
要
兵
力
に
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
こ
の
案
に
つ
い
て
陸
相
は
反
対
で
あ
り
（
一
〇
月

二
〇
日
）、
こ
う
し
た
省
部
の
意
見
不
一
致
が
帝
国
国
防
方
針
の
最
終
的
な

改
定
を
翌
年
六
月
ま
で
遅
ら
せ
た
一
つ
の
理
由
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
７
）

角
田
前
掲
書
、
七
一
二
〜
七
一
三
頁
。

（
８
）

小
林
前
掲
「
帝
国
国
防
方
針
の
補
修
と
日
本
陸
軍
」
八
三
〜
八
四
頁
。

（
９
）

尚
友
倶
楽
部
児
玉
秀
雄
関
係
文
書
編
集
委
員
会
編
『
児
玉
秀
雄
関
係
文

書
』
第
一
巻
（
同
成
社
、
二
〇
一
〇
年
）
一
九
四
頁
。
以
下
、
史
料
の
引
用

に
際
し
、
漢
字
は
常
用
漢
字
新
字
体
に
変
え
、
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
。
ま

た
引
用
者
註
は
〔

〕
の
中
に
入
れ
た
。

（
１０
）

同
右
、
一
九
四
〜
一
九
五
頁
。

（
１１
）

同
右
、
一
九
五
頁
。

（
１２
）
「
其
ノ
実
行
ニ
当
リ
テ
ハ
固
ヨ
リ
各
閣
僚
ト
共
ニ
慎
重
審
議
ヲ
遂
ケ
、
殊

ニ
財
政
関
係
ヲ
考
慮
シ
テ
緩
急
按
排
其
ノ
宜
シ
キ
ヲ
制
シ
、
更
ニ
帝
国
議
会

ノ
協
賛
ヲ
経
テ
宏
謨
ヲ
翼
賛
シ
奉
ル
ヲ
順
序
ト
ス
」（「
奉
答
写
〔
大
正
十
二

年
ノ
例
〕」『
帝
国
国
防
方
針
・
帝
国
軍
ノ
用
兵
綱
領
関
係
綴
』
軍
令
部
第
一

課
、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
史
料
室
所
蔵
、
�
そ
の
他
―

霞
ヶ
関
―
一
五
）。

（
１３
）
「
統
帥
権
ニ
関
ス
ル
研
究
」（『
昭
和
五
年
倫
敦
会
議
関
係
統
帥
権
ニ
関
ス

ル
書
類
綴
』
参
謀
本
部
第
一
課
、
同
右
、
参
謀
本
部
―
軍
縮
関
係
―
Ｓ
五
〜

一
―
二
七
）
中
の
別
紙
第
四
、「
帝
国
国
防
方
針
ノ
改
定
ニ
関
ス
ル
件
ニ
付

奉
答
」（『
件
名
録

甲
号

上
』
大
正
一
二
年
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
件

／
Ａ
二
〇
五
、
閣
甲
第
三
六
号
）。

な
お
大
正
一
二
年
改
定
の
場
合
、
首
相
へ
の
下
問
よ
り
元
帥
府
へ
の
諮
詢

が
先
と
な
り
、
ま
た
陸
・
海
相
に
対
す
る
裁
可
の
御
沙
汰
も
天
皇
か
ら
直
接
、

ま
た
は
侍
従
武
官
長
を
経
て
下
さ
れ
て
き
た
の
が
、
統
帥
部
長
か
ら
通
報
さ

れ
る
こ
と
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
、
政
府
よ
り
軍
、
と
り
わ
け
統
帥
部

の
優
位
の
下
で
改
定
を
行
お
う
と
し
た
意
図
が
読
み
取
れ
る
。

（
１４
）

原
奎
一
郎
編
『
原
敬
日
記
』
第
五
巻
（
福
村
出
版
、
一
九
六
五
年
）
大
正

七
年
一
〇
月
一
九
日
条
（
三
〇
頁
）。

（
１５
）
「
諸
官
員
ニ
暑
中
休
暇
ヲ
賜
フ
ノ
件
告
示
案
並
各
庁
ヘ
通
牒
案
」（『
件
名

録

甲
号

乾
』
大
正
七
年
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
件
／
Ａ
一
八
七
、
閣
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甲
第
一
四
九
号
）
の
欄
外
上
書
き
込
み
。

（
１６
）
「〔
記
録
課
別
録
袋
入
保
存
書
類
目
録
〕」（
同
右
、
雑
／
四
二
一
六
）。
但

し
、
こ
の
標
題
は
原
題
で
は
な
く
、「
諸
雑
公
文
書
」
を
整
理
し
て
目
録
を

作
成
す
る
中
で
国
立
公
文
書
館
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
同
史
料
の
属
し
て
い
る
「
諸
雑
公
文
書
」
と
い
う
文
書
群
に
つ
い
て

は
、
中
野
目
徹
『
近
代
史
科
学
の
射
程
―
明
治
太
政
官
文
書
研
究
序
説
』

（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）
第
二
部
第
五
章
を
参
照
。

（
１７
）

前
掲
「
大
正
七
年
参
謀
本
部
歴
史
」
大
正
七
年
五
月
一
六
日
条
。

（
１８
）

二
人
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
各
年
度
『
任
免
裁
可
書
』（
国
立
公
文
書
館

所
蔵
）、
国
立
公
文
書
館
編
『
内
閣
文
庫
百
年
史
（
増
補
版
）』（
汲
古
書
院
、

一
九
八
六
年
）
四
〇
三
〜
四
〇
九
頁
を
参
照
。

（
１９
）

太
政
官
・
内
閣
に
お
け
る
機
密
文
書
の
取
扱
規
程
、「
公
文
別
録
」
の
全

体
構
成
と
各
時
代
に
お
け
る
簿
冊
の
形
態
上
の
特
徴
、
編
纂
・
保
存
過
程
の

実
態
と
そ
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文

別
録
」
に
関
す
る
一
考
察
―
そ
の
性
格
及
び
編
纂
・
保
存
過
程
を
中
心
に
」

（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
第
一
六
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
を

参
照
。

（
２０
）
『〔
記
録
目
録
〕
別
録
』（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
総
／
九
〇
三
）。
こ
れ
は

「
公
文
別
録
」
に
関
す
る
四
件
の
「
記
録
目
録
」
を
合
綴
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
最
初
の
一
件
を
除
い
た
三
件
は
内
容
が
同
一
で
あ
る
。
各
目
録
の
作
成

時
期
は
不
明
だ
が
、
前
者
に
登
載
さ
れ
て
い
る
簿
冊
の
収
録
年
代
の
下
限
は

大
正
六
年
、
後
者
は
一
一
年
で
あ
る
（
但
し
「
公
文
別
録
」
の
場
合
、
簿
冊

の
収
録
年
代
と
編
纂
時
期
の
間
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
）。
そ
し
て
『
国

防
方
針
補
修
書
他
一
件
』
は
後
者
に
登
載
さ
れ
て
い
る
。

（
２１
）
「
記
録
目
録
凡
例
ヲ
定
ム
」（『
記
録
局
諸
則
沿
革
録
』
第
六
巻
・
庶
務
掛

之
部
、
同
右
、
帳
／
五
七
、
明
治
一
九
年
一
二
月
一
八
日
）。

（
２２
）
『〔
記
録
目
録
〕
第
一

公
文
別
録
』（
同
右
、
総
／
九
二
五
）。
こ
こ
に
登

載
さ
れ
て
い
る
最
後
の
簿
冊
は
『
親
任
官
任
免
』
第
九
巻
（
別
／
二
二
七
）

で
あ
り
、
そ
の
収
録
年
代
は
昭
和
一
六
年
か
ら
一
八
年
ま
で
で
あ
る
。

（
２３
）
『
特
別
保
存

公
文
別
録
索
引
』（
同
右
、
総
／
一
二
〇
四
）。

（
２４
）

黒
野
前
掲
論
文
、
黒
野
耐
「
大
正
軍
縮
と
帝
国
国
防
方
針
の
第
二
次
改

定
」（『
日
本
歴
史
』
第
五
九
九
号
、
一
九
九
八
年
四
月
、
黒
野
前
掲
書
第
四

章
第
二
節
に
収
録
）。

（
２５
）

当
該
期
の
田
中
の
政
党
観
に
つ
い
て
は
、
坂
野
潤
治
「
大
正
初
期
に
お
け

る
陸
軍
の
政
党
観
―
田
中
義
一
を
中
心
と
し
て
」（『
軍
事
史
学
』
第
一
一
巻

第
四
号
、
一
九
七
六
年
三
月
）、
北
岡
前
掲
書
、
三
二
七
〜
三
三
〇
頁
な
ど

を
参
照
。

（
２６
）

黒
野
前
掲
書
、
八
八
頁
。
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